















































































































フーレが第XI枝篇の成立年代を 12 世紀の終わりとしているからだ ︵11︶。『アー






されていない。フーレは、「ルナールの葬送」を描いた第 XVII 枝篇に第 XI 枝
篇のルナールとフィエールの結婚についての言及があることから、それより
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（本論文は、平成 29、30 年度成城大学特別研究助成「『狐物語』と 13 世紀の『狐物語』模倣
作、『フォーベル物語』における女性の表象」の成果報告である。）
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